
【��
】

本
稿
は
、
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
研
究
員
・
中
興
大
学

歴
史
学
系
講
座
教
授
兼
文
学
院
院
長
の
王
明
珂
氏
が
一
九
九
二
年
に
米

国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文�������������������

������������������������������������������������������
����������

の
第
五
章
と
結
論
部
分
の
日
本
語
訳
で
あ
る
。
第
三
章
以

前
の
部
分
の
訳
稿
は

『

早
稲
田
大
学
長
江
流
域
文
化
研
究
所
年
報』

第

三
〜
五
号

(

二
〇
〇
五
〜
二
〇
〇
七
年)

、
第
四
章
の
訳
稿
は

『
史
滴』

第
三
三
号

(

二
〇
一
一
年)

で
発
表
し
た
。
本
訳
稿
が
最
後
と
な
る
。

第
五
章

羌
と
は
誰
か�
理
論
的
考
察

前
章
で
は
、
羌
の
概
念
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
の
べ
た
。
す

な
わ
ち
、
漢

人

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ

は
羌
を
西
方
の
民
族
的
境
界
と
し
て
概
念
化
し
て
い

た
。
漢
人
と
い
う
巨
大
な
民
族
は
、
殷
代
〜
漢
代
に
形
成
さ
れ
た
。
そ

し
て
彼
ら
が
次
々
に
西
方
の
人
々
を
自
己
の
民
族
内
に
取
り
込
む
の
に

伴
い
、
西
方
の
民
族
的
境
界
は
さ
ら
に
広
ま
り
、
甘
肅
回
廊

(

四
川
・

チ
ベ
ッ
ト
・
河
煌
の
境
界
地
域)

に
ま
で
達
し
た
。

羌
人
史
に
関
す
る
本
稿
の
立
場
は
、
他
の
研
究
者
の
そ
れ
と
は
大
い

に
異
な
る
。
こ
こ
で
い
う
他
の
研
究
者
は
、
次
の
二
つ
の
立
場
の
い
ず

れ
か
を
採
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
代
羌
人
を
殷
代
羌
人

(

河
南

西
方
か
ら
河
煌
地
区
へ
移
住)

の
子
孫
と
み
る
か
、
そ
れ
と
も
殷
代
に
河

南
西
方
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ
と
広
く
分
布
し
て
い
っ
た
人
々

(

東
方
に
残
っ

た
彼
ら
の
一
部
は
徐
々
に
中
国
化
し
た)

と
み
る
か
で
あ
る
。
前
者
は
移

住
理
論
、
後
者
は
汎
羌
理
論
と
み
な
さ
れ
る
。
本
章
で
は
、
な
ぜ
こ
れ

ら
の
羌
人
に
関
す
る
理
論
が
受
け
入
れ
が
た
い
の
か
を
説
明
す
る
。
そ

し
て
漢
代
羌
人
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
の
背
後
に
存
在
す
る
も
っ
と
根

本
的
な
疑
問
を
検
討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
我
々
は
上
記
諸
研
究
に
お
け
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る
民
族
単
位

エ
ス
ニ
ッ
ク
ユ
ニ
ッ
ト

を
い
か
に
定
義
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

��������������羌
人
史
を
学
ぶ
上
で
も
っ
と
も
重
要
な
史
料
は
、
間
違
い
な
く

『

後

漢
書』

西
羌
伝
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
羌
人
の
起
源
に
関
す
る
三
つ
の

段
落
を
含
む
。
そ
れ
は
、
中
国
古
代
の
伝
説
の
王
と
羌
の
邪
悪
な
性
格

と
を
関
連
づ
け
つ
つ
、
羌
人
の
起
源
か
ら
語
り
始
め
る
。

西
羌
の
本
は
、
三
苗
自
り
出
で
、
姜
姓
の
別
な
り
。
其
の
國
、
南

岳
に
近
し
。
舜
、
四
凶
を
流
す
に
及
び
、
之
を
三
危
に
徙
す
。
河

關
の
西
南
の
羌
地
、
是
れ
な
り

(
１)

。

彼
ら
の
経
済
的
・
社
会
的
生
活
に
関
す
る
概
説
に
続
い
て
、
新
し
い
段

落
が
始
ま
る
。
そ
こ
で
は
殷
〜
戦
国
時
代
の
戎
の
歴
史
が
叙
述
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
中
国
の
全
て
の
戎
が
華
夏
諸
国
に
よ
っ
て
淘

汰
さ
れ
、
生
き
延
び
た
戎
人
が�
水マ

マ

と
隴
山
を
越
え
て
西
方
へ
脱
出
す

る
ま
で
の
歴
史
で
あ
る

(

２)

。
ま
た
以
下
の
よ
う
な
別
の
逸
話
も
あ
る
。

羌
の
無
弋
爰
劍
は
、
秦
の�
公
の
時

(

前
四
七
一
〜
前
四
四
四)

、

秦
の
爲
に
拘
執
せ
ら
れ
、
以
て
奴
隸
と
爲
る
。
爰
劍
の
、
何
の
戎

の
別
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
後
に
亡
げ
歸
る
を
得
た
り
。
而

ち
秦
人
、
之
を
追
う
こ
と
急
な
れ
ば
、
巖
穴
の
中
に
藏
れ
て
免
る

る
を
得
た
り
。
羌
人
云
う
、｢

爰
劍
、
初
め
穴
の
中
に
藏
れ
、
秦

人
、
之
を
焚
く
も
、
景
象
の
虎
の
如
く
有
り
、
其
の
爲
に
火
を
蔽

い
、
以
て
死
せ
ざ
る
を
得｣

と
。
既
に
出
で
て
、
又
た�
女
と
野

に
遇
い
、
遂
に
夫
婦
と
成
る
。
…
…
遂
に
倶
に
亡
げ
て
三
河
の�

に
入
る
。�
羌
、
爰
劍
の
焚
か
る
る
も
死
せ
ざ
る
を
見
、
其
の�

な
る
を
怪
し
み
、
共
に
畏
れ
て
之
に
事
え
、
推
し
て
以
て
豪
と
爲

す

(

３)

。

史
料
は
こ
の
後
も
続
き
、
爰
剣
が
部
族
民
に
農
耕
・
牧
畜
を
教
授
し
た

こ
と
で
、
爰
剣
率
い
る
部
族
が
い
か
に
増
加
し
た
か
を
の
べ
る
。
そ
し

て
彼
の
孫
で
あ
る
忍
の
在
世
期
間
中
に
、
部
族
は
分
裂
し
た
と
す
る
。

忍
の
季
父�
、
秦
の
威
を
畏
れ
、
其
の
種
人
・
附
落
を
將
い
て
南

し
、
賜
支
河
曲
の
西
に
出
づ
る
こ
と
數
千
里
。�
羌
と
絶
遠
し
、

復
た
交
通
せ
ず
。
其
の
後
子
孫
分
別
し
、
各
自
種
を
爲
し
…
…
或

い
は
燭
牛
種
と
爲
る
、
越
冑
羌
是
れ
な
り
。
或
い
は
白
馬
種
と
爲

る
、
廣
漢
羌
是
れ
な
り
。
或
い
は
參
狼
種

し
ん
ろ
う
し
ゅ

と
爲
る
、
武�
羌
是
れ

な
り
。
忍
及
び
弟
舞
、
獨
り
湟
中
に
留
ま
り
、
並
び
に
多
く
妻
婦

を
娶
る
。
忍
は
九
子
を
生
み
て
九
種
と
爲
り
、
舞
は
十
七
子
を
生

み
て
十
七
種
と
爲
る
。
羌
の
興
盛
、
此
れ
從
り
起
る

(

４)

。

本
史
料
の
撰
者

(

達)

は
、
三
苗
の
伝
説
と
、
戎
の
歴
史
と
、
無
弋
爰

剣
お
よ
び
そ
の
子
孫
の
歴
史
と
の
関
連
性
を
曖
昧
に
捉
え
て
い
る
。
ど

う
や
ら
撰
者

(

達)

は

『

史
記』

匈
奴
列
伝
の
記
述
に
従
っ
た
だ
け
の

よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
史
料
と
匈
奴
列
伝
の
間
に
は
構
造
的
な

類
似
性
が
看
取
さ
れ
、
匈
奴
列
伝
は
次
の
四
点
を
含
む
。(

一)

中
国

古
代
の
伝
説
上
の
王
と
関
連
す
る
匈
奴
の
起
源
、(

二)

彼
ら
の
経
済

的
・
社
会
的
生
活
に
関
す
る
概
説
、(

三)

戎
人
史
、(

四)

頭
曼
単
于

率
い
る
匈
奴
部
族
民
の
歴
史

(

５)

。

も
っ
と
も
、
西
羌
列
伝
は
戎
と
羌
人
の
関
連
を
示
唆
す
る
も
の
の
、
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戎
は
最
終
的
に

｢

其
の
遺
脱
者
は
皆
な
逃
走
し
、
西
し
て�
・
隴
を
踰

ゆ｣

と
さ
れ
、
羌
人
の
祖
先
の
無
弋
爰
剣
は

｢

爰
劍
の
、
何
の
戎
の
別

な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り｣

と
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
西
羌
伝
を
完
全

に
信
頼
す
る
研
究
者
に
と
っ
て
、
残
る
課
題
は
、
西
羌
列
伝
の
し
め
す

枠
組
み
を
ふ
ま
え
、
関
連
資
料
と
の
整
合
性
を
鑑
み
つ
つ
、
い
か
に
持

続
的
な
羌
人
史
を
再
構
成
す
る
か
と
な
る
。
以
下
の
節
で
は
、
か
か
る

研
究
が
い
か
に
進
め
ら
れ
て
き
た
の
か
を
み
た
い
。

������������羌
人
研
究
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
基
礎
が
あ
る
。
本
課
題
に
関
す
る

も
っ
と
も
有
力
な
諸
見
解
を
概
説
す
る
に
あ
た
り
、
こ
こ
で
は
最
初
に

顧
頡
剛
の
諸
研
究
を
引
用
し
た
い
。
顧
頡
剛
は
代
表
的
な
中
国
史
家
で
、

一
九
二
〇
年
代
に
伝
統
的
歴
史
家
達
に
挑
ん
だ
疑
古
派
の
領
袖
で
あ
っ

た
。
羌
人
史
に
関
す
る
彼
の
見
解
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

(

１)

羌
人
の
特
徴
と
姜
の
一
枝
の
そ
れ
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
姜
族

ク
ラ
ン

と
羌
人
は
同
じ
民

族

エ
ス
ニ
ツ
ク

集
団

グ
ル
ー
プ

で
あ
っ
た
。

(

２)

殷
代
に
お
い
て
、
羌
族
は
殷
の
西
方
に
い
た
敵
で
あ
っ
た
。

武
王
征
商
時
に
、
羌
族
は
周
の
軍
内
で
重
要
な
役
割
を
は
た
し

た
。

(

３)

周
の
領
域
内
で
、
中
国
化
し
た
羌
族

(

有
名
な
姜
族
を
含
む)

は
華
夏
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の
羌
族
は
戎
と
な
っ
た
。

(

４)

春
秋
戦
国
時
代
に
、
中
国
国
内
の
戎
は
華
夏
諸
国
に
征
服
さ

れ
、
遠
く
西
方
に
住
ん
で
い
た
羌
族
の
み
が
自
ら
の
文
化
と
民

族
意
識
を
保
持
で
き
た
。
後
者
は
漢
代
に
羌
族
と
呼
ば
れ
た

(

６)

。

よ
っ
て
顧
頡
剛
に
よ
れ
ば
、
羌
族
や
戎
の
名
は
、
複
数
の
集
団
よ
り
な

る
巨
大
な
民
族
集
団
を
意
味
し
た
。
そ
れ
は
、
殷
代
甲
骨
文
に
み
え
る

羌
、
殷
周
時
代
の
姜
族
と
戎
人
、
そ
し
て
漢
代
の
羌
族
で
あ
る
。
こ
の

見
解
は
許
倬
雲
に
よ
っ
て
さ
ら
に
明
瞭
化
さ
れ
た
。

結
論
と
し
て
、
羌
人
は
殷
代
以
来
、
地
理
的
に
広
範
に
分
布
し
、

現
在
の
甘
肅
か
ら
河
南
西
部
に
広
が
る
地
域
で
生
活
し
た
。
羌
方

と
よ
ば
れ
た
本
集
団
の
人
々
は
殷
族
の
中
心
の
近
傍
に
住
ん
で
い

た
。
中
で
も
渭
水
流
域
に
割
拠
し
、
周
の
密
接
な
同
盟
国
と
な
っ

た
一
部
の
羌
は
羌
姓
を
用
い
た

(

７)

。
国
家
と
し
て
組
織
化
さ
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
彼
ら
は
、『

左
伝』

で
羌
戎
と
呼
ば
れ
る
人
々
に

違
い
な
い
。
新
石
器
時
代
の
生
活
水
準
を
も
つ
彼
ら
は
、
羌
人
の

祖
先
の
甘
肅
寺�圭
文
化
の
人
々
で
、
漢
代
の
文
献
に
も
そ
う
記
録

さ
れ
て
い
る

(

８)

。

こ
の
見
解

(

す
な
わ
ち
汎
羌
理
論)

は
必
ず
し
も
顧
頡
剛
と
許
倬
雲
の
み

が
提
唱
し
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
本
課
題
を
研
究
す
る
多
く
の
代

表
的
な
研
究
者
が
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
中
国
人
研

究
者
の
傅
斯
年

(

９)

・
馬
長
寿

(�)
・
李
紹
明
や

(�)

、
西
洋
人
研
究
者
の
プ
ー
リ
ー

ブ
ラ
ン
ク

(�)
、
日
本
人
研
究
者
の
白
川
静
な
ど
で
あ
る

(�)

。

先
行
研
究
の
中
に
も
厳
密
に
い
え
ば
違
い
は
あ
る
。
だ
が
こ
れ
ら
に

は
数
点
の
共
通
性
も
あ
る
。
第
一
に
、
そ
し
て
も
っ
と
も
基
本
的
な
共

通
点
は
、
西
羌
が
広
い
時
代
・
地
域
に
わ
た
っ
て
、｢

羌｣

と
さ
れ
た

人
全
員
を
含
む
民
族
集
団
で
あ
る

(

あ
っ
た)

こ
と
で
あ
る
。

― 122 ―



第
二
に
、
以
上
の
先
学
は
、
羌
の
広
範
な
地
理
的
配
置
を
大
規
模
な

移
民
の
結
果
と
み
な
す
傾
向
が
あ
る
。
つ
ま
り
甘
粛
・
青
海
は
羌
の
本

拠
地
で
、
羌
は
そ
こ
か
ら
中
国
全
土
へ
何
度
も
移
民
し
て
い
っ
た
と
さ

れ
る
。
た
と
え
ば
馬
長
寿
は
、
羌
が
中
原
へ
と
先
秦
時
代
に
三
、
四
回
、

漢
代
に
六
回
移
住
し
た
と
す
る

(�)
。
冉
光
栄
な
ど
は
大
人
数
の
羌
が
西
周

時
代
に
中
原
へ
流
入
し
た
と
す
る

(�)
。
白
川
静
も
こ
の
よ
う
な
移
住
理
論

を
提
唱
す
る
が
、
彼
の
場
合
は
移
民
の
流
れ
を
逆
向
き
に
捉
え
る
。
す

な
わ
ち
白
川
静
は
、
漢
代
河
煌
羌
の
祖
先
を
戎
と
す
る
。
そ
し
て
戎
は

春
秋
戦
国
時
代
に
華
夏
諸
勢
力
の
圧
力
に
よ
っ
て
、
ま
ず
陜
西
省
西
部

〜
甘
肅
省
東
部
の
山
岳
地
帯
へ
移
動
し
、
秦
の
勃
興
後
に
遠
く
河
煌
地

域
へ
移
動
し
た
と
す
る

(�)
。[

こ
の
他
に]
さ
ら
に
一
般
的
な
羌
族
遷
徙

の
モ
デ
ル
が
傅
斯
年
に
よ
っ
て
し
め
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
傅
斯
年

は
、
中
国
に
流
入
し
た
羌
は
華
夏
化
し
、
本
拠
地
に
残
留
し
た
羌
は
夷

狄
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
す
る

(�)
。

第
三
に
、
一
部
の
研
究
者
は
ま
た
、
歴
史
上
の
羌
を
、
現
代
な
い
し

古
代
に
実
在
し
た
多
様
な
人
間
集
団
と
言
語
的
、
文
化
的
、
も
し
く
は

血
縁
的
に
関
連
す
る
も
の
と
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
プ
ー

リ
ー
ブ
ラ
ン
ク
は
羌
を
チ
ベ
ッ
ト
＝
ビ
ル
マ
諸
語
系
と
し

(�)
、
何
炳
棣
は

前
チ
ベ
ッ
ト
系
と
し

(�)

、
鄒
衡
は
辛
店
・
寺�圭
文
化
を
古
代
羌
人
の
遺
し

た
も
の
と
す
る

(�)

。

た
し
か
に
、
殷
代
甲
骨
文
中
の
羌
は
、
殷
周
時
代
の
姜
族
と
一
部
重

な
り
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
戎
と
さ
れ
た
人
々
の
一
部

が
、
漢
人
が
羌
と
み
な
す
河
煌
人
と
文
化
面
で
重
複
し
た
可
能
性
も
あ

る
。
ま
た
、
彼
ら
が
各
地
に
移
動
し
た
可
能
性
や
、
漢
代
羌
人
の
一
部

が
戦
国
戎
の
生
物
学
的
子
孫
だ
っ
た
可
能
性
も
排
除
さ
れ
な
い
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
見
解
に
は
本
質
的
な
弱
点
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
の

見
解
に
は
賛
同
し
か
ね
る
。
そ
れ
は
、
上
記
諸
説
が
一
般
に

｢

民
族
単

位
を
歴
史
学
的
に
ど
う
定
義
す
る
か｣

と
い
う
決
定
的
な
疑
問
点
を
等

閑
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

�����������前
掲
諸
研
究
に
み
ら
れ
る
民
族
単
位
の

｢

羌｣

の
本
質
と
は
一
体
何

か
。
見
ら
れ
る
と
お
り
、
羌
に
関
す
る
先
行
研
究
の
中
で
、
い
か
な
る

人
間
集
団
が

｢

羌｣

と
名
付
け
ら
れ
た
か
を
検
討
し
よ
う
と
し
た
も
の

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
む
し
ろ
羌
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に
大
半
の
研
究

者
は
、
以
下
の
想
定
を
含
む
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
基
づ
い
て
民
族
集
団

を
定
義
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

１)

漢
文
史
料
に
み
え
る
族

名

エ
ス
ノ
ニ
ム

を
も
つ
人
々
は
み
な
同
じ
民
族

単
位
に
属
す
る
。
よ
っ
て
、
空
間
的
に
河
南
西
方
か
ら
河
煌
へ
、

ト
ル
キ
ス
タ
ン
東
部
か
ら
四
川
西
部
へ
、
時
間
的
に
殷
代
か
ら

漢
代
、
そ
し
て
現
代
へ
と
拡
散
し
て
い
っ
た
全
て
の
羌
は
単
一

の
民
族
単
位
で
あ
る
。
大
量
の
移
民
と
そ
の
子
孫
が
時
間
的
・

空
間
的
な
羌
族
の
広
範
な
分
布
を
物
語
る
。

(

２)
民
族
単
位
は
文
化
的
単
位
で
も
あ
る
。
同
一
の
民
族
単
位
に

属
す
る
人
々
は
、
同
一
の
文
化
的
要
素

(

言
語
を
含
む)

を
共

有
し
て
い
る
。
よ
っ
て
民
族
の
由
来
は
、
考
古
遺
物
や
文
字
史
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料
を
通
じ
、
当
該
民
族
の
文
化
的
特
色
を
辿
る
こ
と
で
同
定
さ

れ
う
る
。

(
３)

漢
文
史
料
に
基
づ
き
、
非
漢
人
の
民
族
形
成
史

エ
ス
ノ
ジ
ェ
ネ
シ
ス

を
再
構
築
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
客
観
的
史
実

(

非
漢
人
自
身

さ
え
知
ら
な
い
史
実
を
も
含
む)

を
し
め
す
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
前
提
を
検
証
す
る
に
あ
た
り
我
々
は
、
民
族
集
団
に
関
す
る

類
似
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
一
九
四
〇
年
代
以
来
、
社
会
人
類
学
に
お

い
て
厳
し
い
批
判
に
直
面
し
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
一
九

六
〇
年
代
末
期
に
民
族
現
象
に
関
す
る
研
究
分
野
で
理
論
的
革
命
が
起

こ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
論
争
は
現
在
も
な
お
継
続

中
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
間
違
い
な
く
、
膨
大
な
民
族
誌

エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ

の
資
料
と
三

十
年
以
上
に
わ
た
る
議
論
を
ふ
ま
え
た
本
分
野
の
研
究
者
達
の
共
通
基

盤
を
な
し
て
い
る

(�)
。
民
族
現
象
に
関
す
る
こ
の
共
通
基
盤
は
以
下
の
議

論
の
一
助
と
な
ろ
う
。

���� �����������ま
ず
最
初
の
想
定

｢

民
族
呼
称
を
も
つ
人
々
は
同
じ
民
族
単
位
に
属

す
る｣

の
是
非
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の
想
定
は
、
そ
の
民
族
呼
称
が
内

名

(

人
々
が
自
分
達
を
同
定
す
る
た
め
に
名
付
け
た
名
前)

だ
っ
た
場
合
に

は
妥
当
で
あ
る
。
一
方
、
民
族
呼
称
が
外
名

(

外
部
者
が
特
定
の
人
間
集

団
を
呼
称
す
る
た
め
に
創
造
も
し
く
は
使
用
す
る
呼
称

ラ

ベ

ル)

だ
っ
た
場
合
に
は

そ
う
で
は
な
い
。
あ
る
人
々
が
自
分
達
を
名
指
す
の
に
使
用
し
、
他
者

も
そ
う
認
め
る
呼
称
の
場
合
、
そ
れ
が
民
族
の
一
員
の
証
と
し
て
重
要

か
つ
便
利
で
あ
る
こ
と
は
、
人
類
学
者
に
は
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る

(�)

。

ま
た
そ
の
よ
う
な
呼
称
は
し
ば
し
ば

｢

人
間｣

の
語
と
同
一
視
さ
れ
る
。

逆
に
、
集
団�
が
集
団�
を
名
指
す
の
に
使
用
す
る
呼
称
で
、
か
つ
そ

れ
が
集
団�
自
身
の
使
用
し
な
い
呼
称
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
は
し
ば
し

ば
集
団�
が
劣
っ
た
存
在
、
も
し
く
は
非
人
間
的
存
在
と
し
て
集
団�

に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る

(�)

。
つ
ま
り
外
名
は
、｢

こ
れ
ら

の
人
々
が
い
か
な
る
存
在
か｣

を
し
め
す
一
方
で
、｢

我
々
と
は
異
な

る
人
々｣

に
対
す
る
観
察
者
の
観
念
を
も
し
め
す
の
で
あ
る
。

漢
代
に
お
い
て
、
民
族
呼
称

エ
ス
ニ
ッ
ク
ラ
ベ
ル

の
羌
は
間
違
い
な
く
外
名
で
あ
っ
た
。

一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
漢
人
が
羌
と
呼
ぶ
人
々
の
内
名
を

明
ら
か
に
す
る
の
は
容
易
で
な
い
。
し
か
し
当
時
中
国
西
方

(

ト
ル
キ

ス
タ
ン
東
部
〜
四
川
西
部)

に
か
く
も
巨
大
な
民
族
集
団
が
存
在
し
、
彼

ら
が
羌
と
自
認
し
て
い
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
前
章
で
は
、
地
理
学

的
も
し
く
は
人
口
学
的
な

｢

羌｣

と
い
う
呼
称
が
漢
人
の
拡
大
過
程
の

中
で
、｢

誰
が
漢
人
か｣

を
定
義
づ
け
る
民
族
的
境
界
と
と
も
に
西
漸

し
て
い
た
こ
と
を
し
め
す
史
料
を
豊
富
に
挙
げ
た
。

も
し
こ
れ
ら
の
証
拠
が
ま
だ
十
分
に
説
得
的
で
は
な
い
と
し
て
も
、

他
に
も
次
の
よ
う
な
証
拠
が
あ
る
。
第
一
に
、
た
と
え
河
煌
原
住
民
の

内
名
が
未
詳
だ
と
し
て
も
、
三
世
紀
の
甘
肅
省
南
部
に
住
ん
で
い
た�

は

｢
盍
稚

(�)｣
と
自
称
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
既
述
の
ご
と
く
、�
・

羌
の
名
は
と
も
に
同
様
の
民
族
的
・
地
理
的
呼
称
に
由
来
し
た
。
も
し

�
が
内
名
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
漢
人
が
羌
と
み
な
す
人
々
に
と
っ

て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、
現
在
の
四
川
北
部
に
は
そ
の
実
例
が
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存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
四
川
省
北
方
の
羌
族

(

中
国
に
い
る
五
十
五
の

少
数
民
族
の
一
つ)

に
と
っ
て
、
羌
の
語
は
外
名
で
、
彼
ら
の
内
名
は

｢�� (�)｣
な
の
で
あ
る
。

羌
の
語
は
外
名
な
の
で
、
漢
代
の
ト
ル
キ
ス
タ
ン
東
部
か
ら
河
煌
、

四
川
西
部
に
い
た
る
膨
大
な
人
々
を
ふ
く
み
う
る
。
彼
ら
の
中
に
は
、

文
化
的
・
政
治
的
な
紐
帯
も
多
少
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
ら

が
全
て
の
意
味
で
一
つ
の
民
族
集
団
で
あ
っ
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。

����������次
に

｢

民
族
単
位
は
文
化
的
単
位
で
も
あ
っ
た｣

と
す
る
想
定
に
つ

い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
は
大
ま
か
に
は
事
実
を
い
い
あ
て
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
一
九
六
〇
年
代
の
社
会
人
類
学
の
民
族
性

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

に
関
す

る
議
論
を
ふ
ま
え
た
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
簡
略
化
さ
れ
た
一
般

的
見
解
は
も
は
や
十
全
で
な
い
。
こ
の
文
化
的
内
容
に
よ
っ
て
民
族
集

団
が
同
定
さ
れ
る
と
す
る
議
論
に
挑
む
た
め
、
こ
こ
で
は
す
で
に
人
類

学
者
達
の
共
通
の
土
台
と
な
っ
て
い
る
数
点
の
理
由
だ
け
で
も
挙
げ
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
、
一
つ
の
文
化
的
基
準
に
よ
っ
て
画
定
さ

れ
る
単
位
は
そ
れ
以
外
の
要
因
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
る
単
位
と
必
ず
し

も
合
致
し
な
い
。
第
二
に
、
文
化
の
違
い
の
み
に
注
目
し
て
も
、
し
ば

し
ば
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
多
様
性
を
し
め
す
諸
文
化
間
の
違
い

を
全
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

(�)

。
そ
の
上
、
文
化
的
特
徴
の

中
に
は
差
異
を
し
め
す
表
象
・
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
と
、
無

視
さ
れ
る
も
の
と
が
あ
る

(�)

。
あ
る
状
況
下
で
は
文
化
的
差
異
が
意
図
的

に
強
調
さ
れ
、
別
の
場
合
は
そ
れ
が
意
図
的
に
隠
蔽
さ
れ
る
。
よ
っ
て

文
化
的
特
色
と
は
、
民
族
集
団
の
構
成
員
が
一
般
的
に
共
有
す
る
何
か

で
は
な
く
、
む
し
ろ
イ
ア
ン
＝
ホ
ッ
ダ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
人
々

が
民
族
意
識
を
主
張
す
る
特
定
の
状
況
下
で
、
そ
の
論
理
構
造
の
必
要

部
分
と
し
て
用
い
ら
れ
る

(�)

。

本
稿
の
論
点
に
即
し
て
い
え
ば
、
先
行
研
究
者
は
つ
ね
に
、
陜
西
西

部
の
姜
族
・
戎
と
甘
肅
―
青
海
の
羌
と
の
間
に
密
接
な
民
族
的
紐
帯
が

あ
っ
た
と
す
る
考
古
学
的
証
拠
を
強
調
す
る
。
た
と
え
ば
先
周
文
化
の

考
古
学
的
研
究
の
中
で
鄒
衡
は
、
二
種
類
の
鬲
が
あ
っ
た
と
す
る
。
一

つ
は
器
底
に
離
れ
た
足
が
付
い
て
い
る
も
の
。
も
う
一
つ
は
器
底
に
合

体
し
た
足
が
付
い
て
い
る
も
の
。
鄒
衡
は
こ
の
二
種
類
の
鬲
を
、
起
源

を
異
に
す
る
二
民
族
の
風
格
を
し
め
す
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
後

者
は
姫
姓
周
人
の
遺
物
、
前
者
は
姜
族
の
人
々
の
遺
物
だ
、
と
。
鄒
衡

は
さ
ら
に
離
底
鬲
を
寺�圭
文
化
の
も
の
、
寺�圭
文
化
を
羌
の
遺
跡
と
し
、

そ
れ
ゆ
え
渭
水
沿
い
の
姜
族
は
考
古
学
的
に
甘
肅
―
青
海
の
羌
と
関
連

す
る
と
す
る

(�)
。

こ
の
議
論
に
は
反
論
を
招
き
か
ね
な
い
箇
所
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ

こ
に
は
、
考
古
遺
跡
の
遺
物
に
対
す
る
誤
解
が
あ
り
、
い
く
つ
も
の
歴

史
学
的
誤
り
が
含
ま
れ
る
。
だ
が
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
民
族
単
位
と

文
化
的
特
色
と
の
関
連
性
に
の
み
注
目
す
る
。
こ
の
点
か
ら
み
る
と
、

鄒
衡
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
以
下
の
理
由
で
非
常
に
疑
わ
し
い
。
第
一
に
、

同
一
の
民
族
集
団
の
人
々
が
必
ず
し
も
同
形
器
物
を
使
用
す
る
と
は
限

ら
な
い
点
と
、
同
形
器
物
を
使
用
す
る
人
々
が
必
ず
し
も
同
一
の
民
族
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意
識
を
有
す
る
と
は
限
ら
な
い
点
は
、
す
で
に
長
き
に
わ
た
る
裏
づ
け

が
あ
る

(�)
。
よ
っ
て
、
民
族
的
分
類
が
土
器
分
類
と
同
一
だ
と
す
る
本
質

的
理
由
は
な
い
。

第
二
に
、
一
つ
の
文
化
的
基
準

(

た
と
え
ば
離
足
鬲)

に
よ
り
画
定
さ

れ
た
人
間
集
団
は
、
そ
れ
以
外
の
文
化
的
基
準
に
よ
り
画
定
さ
れ
た
単

位
と
は
同
一
で
な
い
。
よ
っ
て
、
他
の
遺
物
を
基
準
と
し
た
場
合
、
い

わ
ゆ
る
先
周
文
化
は
他
の
地
域
文
化
と
関
連
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。

最
後
に
、
二
つ
の
隣
接
す
る
文
化
間
に
は
つ
ね
に
、
い
く
つ
か
の
面

で
類
似
性
が
あ
り
、
ま
た
い
く
つ
か
の
面
で
差
異
が
あ
る
。
つ
ま
り
、

も
し
鄒
衡
の
論
理
を
容
認
し
た
場
合
、
隣
接
諸
地
域
間
の
似
通
っ
た
文

化
的
要
素
を
次
か
ら
次
へ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
羌
の
範
囲
は
青
海

か
ら
山
東
半
島
へ
と
拡
大
さ
れ
か
ね
な
い
。
広
い
地
域
に
お
よ
ぶ
言
語

と
文
化
の
持
続
的
多
様
性
の
存
在
は
、
諸
民
族
誌
の
中
で
、
よ
く
み
ら

れ
る
現
象
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る

(�)
。
も
し
こ
の
こ
と
で
人
類
学
者
が
、

民
族
の
諸
存
在
を
切
り
分
け
て
考
え
る
の
が
困
難
だ
と
感
じ
る
な
ら
ば
、

考
古
学
者
も
同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

た
し
か
に
人
々
は
文
化
的
な
諸
特
色
を
用
い
て
自
ら
の
民
族
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
張
す
る
。
し
か
し
全
部
の
文
化
的
要
素
が
民
族
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
主
張
に
利
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
必
ず

し
も
全
て
の
人
が
あ
ら
ゆ
る
状
況
下
で
自
分
達
の
文
化
を
形
作
る
も
の

を
強
調
せ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か
に
窮
地
に
陥
っ
た

場
合
、
民
族
の
団
体
意
識
を
宣
揚
す
る
た
め
、
も
し
く
は
合
理
化
す
る

た
め
に
、
文
化
的
因
子
の
存
在
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
た

だ
し
考
古
学
的
に
は
、
ど
の
遺
物
が
民
族
意
識
を
宣
揚
す
る
の
に
用
い

ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
社
会
的
文
脈
の
中
で
利
用
さ
れ
た
か
を
特
定
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
。
要
約
す
る
と
、
民
族
単
位
は
必
ず
し
も
文
化
的
単
位
も
し
く
は
言

語
的
単
位
で
は
な
い
。
民
族
の
由
来
は
、
文
化
的
特
色
、
考
古
学
的
遺

物
、
も
し
く
は
史
料
を
通
じ
て
疑
問
の
余
地
な
く
同
定
、
も
し
く
は
痕

跡
を
辿
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

����������こ
こ
で
第
三
の
想
定

｢

羌
人
達
本
人
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
か
否
か

は
と
も
か
く
、
漢
文
史
料
に
よ
っ
て
羌
の
民
族
形
成
史
を
再
構
成
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る｣

の
検
討
に
移
ろ
う
。

こ
の
想
定
の
確
か
ら
し
さ
は
二
つ
の
点
で
疑
わ
し
い
。
第
一
に
、
羌

が
中
国
古
代
の
漢
人
の
描
く
集
団
分
類
に
す
ぎ
ず
、
当
該
分
類
の
人
口

学
的
・
地
理
学
的
内
包
が
不
確
実
で
あ
る
以
上
、
そ
の
起
源
を
摸
索
す

る
努
力
は
す
べ
て
無
駄
と
な
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
一
体
誰
が
実
体
な

き
民
族
集
団
の
起
源
を
探
り
う
る
と
い
う
の
か
。

第
二
に
、
民
族
形
成
史

エ
ス
ノ
ジ
ェ
ネ
シ
ス

に
注
目
す
る
羌
研
究
の
有
効
性
を
疑
う
に
足

る
、
も
っ
と
複
雑
な
理
由
が
あ
る
。
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

歴
史
研
究
に
お
け
る
民
族
形
成
史
一
般
は
、
民
族
集
団
を
、
そ
の
身
体

的
・
文
化
的
特
徴

(

た
と
え
ば
人
種
、
言
語
、
習
俗
、
服
装
、
宗
教
、
土
器

生
産
等
々)

に
基
づ
い
て
客
観
的
に
定
義
さ
れ
た
分
類
と
み
る
も
の
で
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あ
る
。
こ
れ
ら
の
客
観
的
特
徴
に
従
っ
て
研
究
者
は
、
人
々
の
歴
史
学

的
、
言
語
学
的
、
も
し
く
は
考
古
学
的
な

｢

起
源｣

を
辿
る
こ
と
が
可

能
か
も
し
れ
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
羌
を
、
前
チ
ベ
ッ

ト
、
も
し
く
は
チ
ベ
ッ
ト�
ビ
ル
マ
語
系
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
殷
周
時
代
の
羌
、
も
し
く
は
辛
店
や
寺�圭
文
化
の
人
々
は
漢
代
〜

現
代
の
羌
の
祖
先
と
し
て
描
か
れ
る
に
到
っ
た
の
で
あ
る

(�)

。

既
述
の
ご
と
く
、
民
族
単
位
と
文
化
的
単
位
は
必
ず
し
も
一
致
し
な

い
。
現
在
研
究
者
は
一
般
に
、
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
バ
ー
ス
に
従
っ
て
、

民
族
集
団
が
自
分
自
身
に
よ
る
認
識
・
同
一
視
に
基
づ
く
分
類
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
る

(�)
。
一
部
の
研
究
者
が
全
民
族
形
成
史

(

始

源
神
話
、
口
承
史
、
系
譜
、
部
外
者
に
よ
る
言
い
伝
え)

を
主
観
に
基
づ
く

も
の
と
し
、｢

似
非
歴
史
学
的｣

と
信
じ
る
理
論
的
背
景
は
こ
こ
に
あ

る
。よ

っ
て
、
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
・
ギ
ア
ツ
に
よ
る
と
、
人
々
の
間
に
同
一

性
を
感
じ
さ
せ
る
血
縁
は
、
実
際
に
は

｢

想
定
さ
れ
る
血
縁｣
で
あ
る

(�)
。

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
民
族
集
団
が
も
つ
共
通
の
祖
先

は
、
実
際
に
は

｢

客
観
的
信
仰｣

で
あ
る

(�)
。
こ
の
考
え
方
は
エ
ド
モ
ン

ド
・
リ
ー
チ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
明
瞭
な
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
カ
チ

ン
族
の
民
族
形
成
史
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
リ
ー
チ
は
、
カ
チ
ン
地

域
の
中
心
で
首
領
が
多
く
の
政
治
的
連
合
関
係
を
有
し
、
そ
れ
ゆ
え
当

該
地
域
に
お
け
る
首
領
の
系
譜
が
極
端
に
長
い
こ
と
を
見
出
し
た
。
し

か
し
他
の
地
域
で
は
、
首
領
の
政
治
的
連
合
関
係
の
人
数
は
も
っ
と
少

な
く
、
彼
の
系
譜
は
そ
れ
に
伴
っ
て
も
っ
と
小
規
模
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
リ
ー
チ
は
次
の
よ
う
に
重
要
な
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、｢

私
見
で
は
、
カ
チ
ン
族
系
譜
は
ほ
ぼ
排
他
的
な
構
造
的

理
由
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
事
実
と
し
て
の
価
値
は
全

く
な
い

(�)｣

と
。

同
系
統
の
理
由
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
考
え
を
懐
く
研
究
者
も
い

る
。
す
な
わ
ち
、
始
源
神
話
は
そ
れ
を
有
す
る
人
々
が
自
ら
を
定
義
づ

け
る
手
段
で
あ
る
、
と
。
こ
の
観
点
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｆ
・
キ
イ
ス
に

よ
っ
て
最
も
正
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
象
徴
と
さ
れ
る
文
化
的
特
色
な
る
も

の
は
、
神
話
的
祖
先
お
よ
び

(

も
し
く
は)

歴
史
的
先
祖
の
経
験
・

行
動
に
関
す
る
解
釈
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
は
し
ば

し
ば
神
話
や
伝
説
の
形
で
表
現
さ
れ
、
そ
の
中
で
歴
史
的
出
来
事

は
象
徴
的
意
義
を
与
え
ら
れ
る
。
起
源
神
話
は
時
に
、
い
か
に
人
々

の
祖
先
が
地
方
性

ロ
ー
カ
リ
テ
ィ

と
連
動
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
方
性
が
民
族
的

本
拠
地
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
か
を
教
え
て
く
れ
る

(�)

。

民
族
形
成
史
の
歴
史
学
的
意
義
を
等
閑
視
す
る
こ
の
視
点
は
、
必
ず
し

も
つ
ね
に
妥
当
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
二
つ
の
民
族
形
成
史

を
切
り
分
け
て
み
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
原
住
民
の
信
じ
る
民
族
集
団

の
起
源
を
表
象
す
る
イ
ー
ミ
ッ
ク
的
民
族
形
成
史
。
既
述
の
共
通
の
先

祖
、
系
譜
、
始
源
神
話
は
結
局
は
み
な
こ
れ
に
分
類
づ
け
ら
れ
る
。
第

二
に
、
特
定
の
人
々
の
起
源
に
関
す
る
外
部
者
の
見
方
を
表
象
す
る
エ

テ
ィ
ッ
ク
的
民
族
形
成
史
。

民
族
関
係
を
合
理
化
す
る
イ
ー
ミ
ッ
ク
的
民
族
形
成
史
の
機
能
的
意
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義
は
、
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
イ
ー
ミ
ッ
ク
的
民
族

形
成
史
は

｢

我
々
は
誰
か｣

に
つ
い
て
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
こ
れ
ら
の
民
族
形
成
史
の�
話
は
似
非
歴
史
学
的
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
民
族
集
団
に
関
す
る
歴
史
学
的
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
の
価
値

を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
社
会
人
類
学
者
は
、
研
究
対
象
で
あ

る
人
々
の
中
に
入
り
、
彼
ら
の
民
族
的
愛
着
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

史
料
の
中
で
イ
ー
ミ
ッ
ク
的
民
族
形
成
史
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
歴
史

家
は
古
代
人
に
対
し
て
同
様
の
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

(�)
。

他
方
、
エ
テ
ィ
ッ
ク
的
民
族
形
成
史
は

｢

彼
ら
は
誰
か｣

を
あ
ら
わ

し
、
あ
る
い
は

｢

彼
ら
は
な
ぜ
我
々
の
一
部
で
は
な
い
の
か｣

を
合
理

的
に
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
エ
テ
ィ
ッ
ク
と
イ
ー
ミ
ッ
ク

の
場
合
、
民
族
形
成
史
が
暴
露
す
る
の
は
必
ず
し
も

｢

史
実｣

で
は
な

い
。
民
族
形
成
史
的
物
語
の
機
能
は
、
過
去
に
何
が
あ
っ
た
の
か
を
描

写
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
に
、
一
体
ど
の
よ

う
に
人
々
の
現
時
点
で
の
性
格
が
生
ま
れ
た
の
か
を
主
張
す
る
こ
と
、

も
し
く
は
現
時
点
で
の
民
族
系
統

エ
ス
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

を
合
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
に
あ

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
族
関
係
の
中
で
利
益
を
得
る
た
め
に
、

民
族
形
成
史
は
捏
造
さ
れ
、
利
用
さ
れ
、
中
傷
さ
れ
得
た
。
こ
の
状
況

は
さ
ら
に
民
族
形
成
史
の
似
非
歴
史
的
性
格
を
強
め
た
。

こ
れ
は
羌
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
で

『

後
漢
書』

西
羌
伝
所

見
の
羌
の
起
源
に
関
す
る
記
載
を
読
み
返
し
て
み
よ
う

(

一
二
二
参
照)

。

本
稿
で
は
、
歴
史
家
が
羌
人
史

(

第
三
の
民
族
形
成
史)

の
再
構
成
の
た

め
に
、
い
わ
ゆ
る
考
古
資
料
と
の
組
み
合
わ
せ
を
通
じ
て
、
い
か
に
こ

れ
ま
で
文
字
史
料
の
中
で
史
実
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
見
い
だ
そ
う
と
し

て
き
た
の
か
に
言
及
し
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
資
料
は
別
の
角
度
か
ら

も
検
討
で
き
る
。

注
目
す
べ
き
第
一
点
目
は
、
こ
の
史
料
に
は
、
じ
つ
は
羌
の
民
族
形

成
史
に
つ
い
て
二
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
一
番

目
は
、
羌
と
三
苗

(

伝
統
中
国
に
お
け
る
悪
者)

、
そ
し
て
姜
族

(

殷
周
時

代
の
西
方
の
漢
人
で
、
漢
文
史
料
中
で
は
半
野
蛮
人
的
存
在
と
さ
れ
る)

を
結

び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
エ
テ
ィ
ッ
ク
的
民
族
形
成

史
に
属
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
漢
人
の
目
か
ら
み
た
民
族
形
成
史
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
漢
人
は
こ
れ
ら
の
人
々
の
性
格
が
ど
う
生
じ
た

の
か
を
説
明
し
た
。
こ
の
伝
説
は
羌
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
象
す
る
。
そ
れ

は
漢
魏
晉
時
代
の
漢
人
の
眼
に
移
る
、
黒
い
羊
と
し
て
の
羌
、
も
し
く

は

｢

家
族
の
黒
い
羊｣

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

羌
の
創
始
者

(

無
弋
爰
剣)

と
そ
の
子
達
に
関
し
て
は
も
う
一
つ
別

の�
話
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
す
べ
て
の
羌
は
無
弋
爰
剣
の
末
裔

で
あ
る
。
彼
ら
は
一
五
〇
種
に
分
か
れ
、
四
川
西
部
の
参
狼
、
白
馬
、

旄
牛
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
同
一
の
史
料
に
は
、
四
川
西
部
の
羌
は
河

煌
地
域
の
羌
と
何
の
関
係
も
な
か
っ
た
と
も
書
い
て
い
る
。
ま
た
本
稿

第
三
章
で
検
討
し
た
河
煌
羌
の
種
族
名
・
個
人
名
の
命
名
方
法
は
、
西

南
の
羌
に
は
み
ら
れ
な
い
。
と
は
い
え
も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
そ
れ

が
歴
史
学
的
に
妥
当
か
、
そ
れ
と
も
虚
構
か
は
と
も
か
く
、
以
上
の
民

族
形
成
史
が
、
全
羌
が
た
っ
た
一
人
の
祖
先
に
ま
で
遡
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
無
弋
爰
剣
を
祖
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と
み
な
す
者
達
よ
り
な
る
民
族
集
団
が
存
在
し
た
と
わ
か
る
。
こ
の
民

族
集
団
は
羌
と
呼
称
さ
れ
る
集
団
と
は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
。
こ
の

逸
話
は
、
羌
に
関
す
る
伝
説
を
ふ
ま
え
て
漢
代
の
漢
人
が
書
き
上
げ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
民
族
集
団
の
範
囲
は
漢
人
に
と
っ
て

の
羌
人
概
念
に
合
致
す
る
よ
う
に
再
構
成
さ
れ
た
。

漢
文
史
料
に
は
こ
れ
以
外
に
も
さ
ら
に
別
の
羌
に
関
す
る
民
族
形
成

史
の
逸
話
が
み
え
る
。
二
回
に
わ
た
る
大
規
模
な
羌
の
反
乱
後

(

一
〇

七
年
〜
一
一
八
年
、
一
一
九
年
〜
一
五
〇
年)

、
羌
は
西
方
中
国
に
広
く
分

散
さ
せ
ら
れ
た

(�)
。
そ
の
後

(
混
乱
期
の
魏
晉
南
北
朝
時
代)

、
中
国
北
西

に
対
す
る
中
華
帝
国
の
支
配
力
は
低
下
し
、
辺
境
外
か
ら
の
非
漢
人
集

団
の
移
民
に
よ
り
、
当
該
地
域
の
民
族
の
モ
ザ
イ
ク
化
が
進
ん
だ

(�)
。
民

族
間
の
力
学
が
重
大
問
題
と
な
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
で
あ
っ
た
。
多
く
の
地
方
指
導
者
が
漢
人
・
非
漢
人
を
問
わ
ず
、
同

類
の
人
々
の
み
な
ら
ず
異
種
の
人
々
と
さ
え
合
体
す
る
目
的
で
、
自
ら

の
民
族
意
識
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
た
と
え
ば
著
名
な
羌
の
一
族
と

し
て
南
安
の
姚
族
が
い
る
。
漢
文
史
料
よ
り
、
こ
の
一
族
が
自
ら
を
焼

当
羌
の
末
裔
で
、
伝
説
の
有
虞
氏
も
し
く
は
舜
の
子
孫
で
も
あ
る
と
主

張
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

(�)

。
姚
族
の
羌
人
は
自
ら
を
夏
后
氏

(�)
(

上
古
三

代
最
初
の
王
国
の
王)

だ
と
主
張
し
た
。
羌
族
の
別
種
で
あ
る
鉗
耳
の
人

員
は
周
室
姫
姓
の
末
裔
だ
と
考
え
た

(�)

。

こ
れ
ら
の
民
族
形
成
史
を
検
証
す
る
試
み
は
従
来
な
さ
れ
た
こ
と
が

な
い
。
理
由
は
単
純
で
あ
る
。｢

史
実｣

に
拘
泥
す
る
歴
史
家
達
に
と
っ

て
は
、
こ
れ
ら
は
あ
ま
り
に
も
信
じ
が
た
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
こ
れ
ら
は
、
民
族
形
成
史
の
似
非
歴
史
学
的
本
質
を
し
め
す
好
例

だ
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
羌
に
関
す
る
民
族
形
成
史
は
、
民
族

意
識
が
い
か
に
個
人
的
利
益
を
満
た
す
の
に
利
用
さ
れ
う
る
か
を
し
め

す
端
的
な
例
と
も
な
り
う
る
。
そ
の
上
、
筆
者
は
、
姚
・
黨
・
鉗
耳
が

本
当
に
羌
で
あ
っ
た
か
否
か
に
は
懐
疑
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
羌
人

は
中
国
の
伝
説
上
の
王
・
聖
人
の
子
孫
だ
と
自
己
主
張
し
た
段
階
で
、

も
は
や
羌
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
国
史
上
の
民
族
変
化
を

し
め
す
完
璧
な
一
例
で
あ
る
。

以
上
の
諸
議
論
は
、
ま
と
め
る
と
次
の
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
第

一
に
、
民
族
集
団
は
文
化
的
、
言
語
的
、
も
し
く
は
人
種
的
な
点
に

｢

起
源｣

を
も
ち
、
そ
れ
が
時
代
を
下
っ
て
ゆ
く
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
む
し
ろ
こ
の
集
団
は
特
定
の
経
済
的
政
治
的
環
境
の
中
で
形
成
さ

れ
、
そ
の
境
界
は
集
団
間
も
し
く
は
集
団
内
部
の
人
間
関
係
を
媒
介
と

し
て
形
成
さ
れ
る
。
第
二
に
、
史
料
に
み
ら
れ
る
民
族
形
成
史
に
関
す

る
逸
話
は
、
そ
れ
が
エ
テ
ィ
ッ
ク
的
視
点
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
、

イ
ー
ミ
ッ
ク
的
視
点
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
必
ず
し
も
史
実
を

反
映
し
て
い
る
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
似
非
の
歴

史
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
民
族
形
成
史
に
関
す
る
逸
話
が
暴
露

し
て
い
る
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、｢

過
去｣

で
は
な
く
、｢

現
状｣

な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
理
由
に
よ
り
、
似
非
歴
史
的
資
料
か

ら
歴
史
家
が
再
構
築
し
た

｢

真
実
の
民
族
形
成
論｣

の
意
義
は
疑
わ
し

い
。本

章
で
は
こ
れ
ま
で
、
民
族
集
団
の
性
質
に
関
す
る
一
般
的
な
い
く
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つ
か
の
仮
説
を
、
羌
人
の
研
究
に
関
連
付
け
つ
つ
、
検
討
し
て
き
た
。

羌
人
史
に
関
す
る
誤
釈
の
大
半
は
、
過
度
に
単
純
化
さ
れ
た
民
族
集
団

の
概
念
よ
り
派
生
し
た
こ
と
は
明
ら
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
豊
富
な

民
族
誌
的
資
料
を
通
じ
て
人
類
学
者
は
、
民
族
集
団
に
関
す
る
客
観
的

説
明
を
疑
い
、
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主
観
と
み
る
よ
う
に
な
る

傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
自
己
同
定
に
用
い
ら
れ
る
原
住
民
の
呼

称
は
民
族
の
一
員
た
る
重
要
な
証
と
み
な
さ
れ
、
文
化
的
要
素

(

言
語
・

宗
教
や
、
服
装
・
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
か
ら
入
墨
に
及
ぶ
文
化
的
外
見
な

ど)

は
社
会
的
交
流
の
中
で
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
主
観
的
宣
言

と
み
な
さ
れ
る
。
最
後
に
、
イ
ー
ミ
ッ
ク
的
民
族
形
成
史
と
よ
ぶ
、
起

源
に
関
す
る
原
住
民
の
信
仰
は
、
民
族
意
識
の
象
徴
的
な
証
だ
と
信
じ

ら
れ
て
い
る
。
羌
の
事
例
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
民

族
の
一
員
た
る
証
と
し
て
の
イ
ー
ミ
ッ
ク
的
民
族
形
成
史
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
を
抱
く
人
々
に
利
用
さ
れ
、
で
っ
ち
あ
げ
ら
れ
、
ね
じ
曲
げ

ら
れ
か
ね
な
い
。

������������本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
、
新
石
器
時
代
後
期
〜
漢
代
の
河
煌
地
域
に
お

け
る
環
境
的
変
化
の
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
羌
と
い
う
族
名
が
い

か
に
漢
人
に
よ
っ
て

｢

我
々
と
は
異
な
る
西
方
の
人
々｣

の
意
で
用
い

ら
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
漢

人
の
民
族
意
識
が
西
方
へ
と
拡
大
し
た
結
果
、
羌
の
人
口
学
的
・
地
理

学
的
な
内
包
も
西
漸
し
た
。
そ
の
上
、
羌
に
関
す
る
す
べ
て
の
誤
解
は
、

民
族
集
団
に
関
す
る
誤
解
に
由
来
す
る
と
も
指
摘
し
た
。
以
上
を
ふ
ま

え
、
こ
こ
で
は
最
後
の
疑
問
に
答
え
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
羌

と
は
誰
か
。
彼
ら
は
い
か
に
し
て
羌
に
な
っ
た
の
か
。

河
煌
羌
の
創
造
に
は
三
点
が
含
ま
れ
る
。(

１)

河
煌
の
人
間
エ
コ

シ
ス
テ
ム
の
形
成
、(

２)

漢
人
の
形
成
史
の
一
部
と
し
て
の
、
中
国

の
民
族
的
境
界
の
西
漸
、(

３)

河
煌
人
―
漢
人
間
の
交
流
。

第
一
に
、
新
石
器
時
代
後
期
〜
漢
代
に
河
煌
で
起
こ
っ
た
人
間
生
態

に
関
す
る
一
連
の
変
化
は
、
最
終
的
に
、
河
煌
人
と
東
方
人
の
間
に
経

済
的
・
社
会
的
差
異
を
も
た
ら
し
た
。

第
二
に
、
巨
大
民
族
の
漢
人
の
形
成
が
同
時
並
行
的
に
進
行
し
た
。

彼
ら
が
も
っ
と
多
く
の
西
方
人
を
自
民
族
内
に
受
け
入
れ
る
一
方
で
、

古
代
漢
人
は
自
分
た
ち
の
民
族
的
境
界
の
西
方

(

羌
と
い
う
族
名
の
境
界)

を
甘
肅
回
廊
、
四
川
―
チ
ベ
ッ
ト
間
の
境
界
、
河
煌
地
域
ま
で
移
動
さ

せ
た
。

第
三
に
、
西
暦
二
〇
〇
年
ま
で
に
、
河
煌
住
民
と
漢
代
漢
人
の
間
で

一
連
の
衝
突
が
あ
っ
た
。
詳
細
は
漢
文
史
料
に
記
録
さ
れ
、
膨
大
な
記

述
が
そ
の
社
会
的
・
政
治
的
意
義
の
説
明
に
費
や
さ
れ
て
い
る

(�)

。
こ
こ

で
こ
れ
ら
の
研
究
を
再
度
繰
り
返
す
必
要
は
な
い
。
し
か
し
次
の
一
点

は
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
甘
粛
回
廊
と
四
川
西
方
の
住
民
は
し

ば
し
ば
漢
人
か
ら
羌
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
ら
と
中
国
と
の
関

係
は
、
河
煌
羌
と
中
国
と
の
関
係
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
ま
た
漢
人
と

甘
粛
回
廊
・
四
川
西
部
の
羌
人
と
の
間
に
は
、
河
煌
羌
―
漢
人
間
の
ご

と
き
暴
力
的
対
立
は
な
か
っ
た
と
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
河
煌
原
住
民
は
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明
ら
か
に
漢
代
羌
人
の
母
体
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
主
因
は
、

彼
ら
が
中
国
内
の
西
方
へ
と
む
か
う
全
集
団
と
の
間
で
集
中
的
に
交
流

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

最
後
に
、
主
観
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
う
る
羌
人
も
い
た
。
漢
人
と
交

流
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
二
〇
〇
年
後
の
魏
晋
南
北
朝
時
代

(

二
二

〇
年
〜
五
八
一
年)
に
、
羌
の
移
住
民
は
広
く
中
国
西
方
に
分
散
し
て

い
た
。
彼
ら
は
自
ら
の
村
に
定
住
し
て
い
た
が
、
非
漢
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
失
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
民
族
呼
称
と
し
て
の
羌
を
受

容
す
る
か
、
少
な
く
と
も
自
分
達
が
そ
う
呼
ば
れ
る
こ
と
を
容
認
し
て

い
た

(�)
。
同
時
に
彼
ら
は
、
漢
人
の
習
俗
と
文
化

(

言
語
、
中
国
仏
教
、
民

族
的
教
義
な
ど)

を
受
容
し
た

(�)
。
こ
れ
ら
の
中
国
化
さ
れ
た
羌
の
中
で
、

民
族
呼
称
と
し
て
の
羌
は
徐
々
に
内
名
化
し
て
い
っ
た

(�)
。
だ
が
彼
ら
は
、

羌
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
自
己
主
張
し
た
も
の
の
、
中
に
は

自
分
達
と
中
国
古
代
の
王
・
聖
人
と
が
結
び
付
い
て
い
た
だ
ろ
う
と
す

る
民
族
形
成
史
観

エ

ス

ノ

ジ

ェ

ネ

シ

ス

を
有
す
る
者
も
い
た
。
す
な
わ
ち
、
有
虞
氏
・
夏
后

氏
の
末
裔
た
る
羌
だ
、
と
。
民
族
意
識
を
客
観
的
に
主
張
す
る
視
点
よ

り
み
る
と
、
彼
ら
は
も
は
や
漢
代
の
羌
で
あ
っ
た
。

結

論

論
文
題
目
に
し
め
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
、
羌

に
つ
い
て
二
つ
の
次
元
で
検
討
し
て
き
た
。
河
煌
地
域
の
生
態
学
的
辺

境
の
形
成
と
、
漢
―
河
煌
羌
間
の
民
族
的
境
界
の
形
成
で
あ
る
。

河
煌
地
域
が
そ
れ
以
西
の
世
界
に
と
っ
て
生
態
学
的
辺
境
と
な
っ
た

の
は
、
新
石
器
時
代
後
期
〜
漢
代
の
人
間
的
生
態
の
一
連
の
変
化
に
端

を
発
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
考
古
学
的
遺
跡
を
用
い
、
こ
れ

ら
の
生
態
学
的
変
化
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
紀
元
前
三
千
年
頃

(

仰
韶
農
耕
文
化
が
当
該
地
域
に
移
動
し
た
時
期)

に
、
河
煌
地
域
の
馬
家

窯
・
半
山
・
馬
廠
文
化
の
農
民
達
は
定
住
的
生
活
を
開
始
し
た
。
彼
ら

は
ブ
タ
を
育
て
な
が
ら
小
麦
を
栽
培
し
、
大
勢
で
土
器
を
大
量
生
産
し

た
。
だ
が
、
農
耕
文
化
の
さ
ら
な
る
発
展
は
、
河
煌
地
域
の
地
形
と
標

高
に
よ
る
制
約
を
受
け
た
。
か
く
て
斉
家
文
化
期
後
の
人
々
は
徐
々
に

ブ
タ
飼
育
を
や
め
、
草
食
系
家
畜
を
選
好
す
る
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
は

膨
大
な
大
型
土
器
を
所
有
す
る
の
も
あ
き
ら
め
、
個
人
用
の
小
型
装
飾

品
を
選
好
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
最
終
的
に
、
か
か
る
定
住
的

生
活
は
さ
ら
な
る
遊
牧
的
生
活
を
胚
胎
し
た
。
か
く
て
前
五
〇
〇
年
以

後
に
河
煌
地
域
は
、
そ
れ
以
西
の
世
界
と
は
対
照
的
に
、
生
態
学
的
辺

境
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

東
方
の
場
合
、
巨
大
民
族

(

漢
人)

の
形
成
は
遅
く
と
も
殷
代
に
は

開
始
さ
れ
、
漢
帝
国
に
至
っ
て
も
な
お
進
行
中
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は

こ
れ
ま
で
、
外
名
の
羌
が

｢

西
方
野
蛮
人｣

の
意
を
帯
び
つ
つ
、
い
か

に
漢
人
―
西
方
非
漢
人
間
の
民
族
的
境
界
と
し
て
機
能
し
て
き
た
の
か

を
検
討
し
て
き
た
。
漢
人
が
殷
代
〜
漢
代
に
西
漸
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
民
族
的
境
界
も
西
漸
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
民
族
的
境
界
は
漢
人
の
目
か
ら
み
る
と

｢

生
態
学
的

辺
境｣

に
ま
で
達
し
て
お
り
、
よ
っ
て
河
煌
人
は
羌
の
名
を
帯
び
た
形
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で
中
国
史
上
に
出
現
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
基
本

的
に
草
食
系
家
畜
の
飼
育
を
生
業
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
頻
繁
に
移
動
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
社
会
組
織
は
柔
軟
化
す
る
傾
向
が
あ

り
、｢
分
散
的｣

と
特
徴
付
け
る
の
が
も
っ
と
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
漢

人
は
当
地
へ
到
達
す
る
や
、
そ
こ
に
彼
ら
と
全
く
異
な
る
世
界
を
発
見

し
た
。
河
煌
人
は
漢
人
と
い
う
巨
大
な
政
体
に
対
面
し
、
あ
る
い
は
漢

と
盟
約
を
結
ば
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
漢
人
側
も
ま
た

｢

王｣

に
よ

る
支
配
な
き
河
煌
人
を
一
体
ど
う
扱
え
ば
よ
い
か
見
当
も
付
か
な
か
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
葛
藤
を
経
て
、
漢
人
は
駆
除
策
を
講
ず
る
に
到
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
血
ま
み
れ
の
闘
争
が
起
こ
っ
た
が
た
め
に
、
河
煌
原
住
民

は
漢
人
か
ら
羌
の
母
体
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。こ

れ
よ
り
、
羌
の
形
成
に
つ
い
て
論
ず
る
場
合
、
我
々
は
実
際
に
は

漢
人
の
形
成
を
論
じ
て
い
る
の
だ
と
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
羌
を
長
い
歴

史
を
も
つ
民
族
集
団
で
、
あ
る
い
は
現
代
に
さ
え
至
る
も
の
と
信
じ
て

い
る
研
究
者
に
と
っ
て
は
、
い
さ
さ
か
驚
く
べ
き
結
論
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
私
見
に
よ
れ
ば
、
た
っ
た
今
の
べ
た
こ
と
は
非
常
に
合
理
的
な
も

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
民
族
集
団
は
生
物
学
的
子
孫
に
よ
っ
て
も
、

客
観
的
な
文
化
的
特
色
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。
代
わ
り
に
そ
れ
は
、
二
つ
以
上
の
人
間
集
団
を
ふ
く
む
民
族
関
係

も
し
く
は
集
団
内
部
で
創
造
さ
れ
る
。
よ
っ
て
他
の
民
族
集
団
な
く
し

て
、
あ
る
特
定
の
民
族
集
団
の
形
成
を
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
後
に
二
点
強
調
し
た
い
。
漢
人
の
形
成
問
題
に
つ
い
て
、
多
く
の

研
究
は
こ
れ
ま
で
、
漢
人
間
の
多
様
な
文
化
的
も
し
く
は
身
体
的
特
色

の

｢

起
源｣

を
追
っ
て
き
た
。
し
か
し
民
族
集
団
と
は
認
識
・
同
一
化

の
分
類
で
あ
る
と
の
見
解
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
全
研
究
は

不
十
分
と
な
り
、
自
己
認
識
の
次
元
に
関
す
る
研
究
に
よ
っ
て
補
完
さ

れ
る
必
要
が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
質
問
は
こ
う
で
あ
る
。
自
己
認
識
に

よ
る
漢
人
の
形
成
を
い
か
に
た
ど
り
う
る
か
。
お
そ
ら
く
羌
の
事
例
は

そ
の
ヒ
ン
ト
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
中
国
古
代
人
に
と
っ
て
の
他
者

性
を
表
象
す
る
外
名

(

夷
、
戎
、
蛮
、�
、
羌
な
ど)

は
、
漢
人
の
民
族

境
界
を
叙
述
・
維
持
・
改
良
す
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
よ
っ
て

こ
れ
ら
の
外
名
と
、
そ
れ
と
合
致
す
る
内
名
に
関
す
る
系
統
的
研
究
は
、

漢
人
形
成
に
新
し
い
光
を
あ
て
る
も
の
と
な
ろ
う
。

強
調
し
た
い
第
二
の
点
は
、
民
族
形
成
史
が
民
族
の
一
員
た
る
こ
と

を
主
張
す
る
の
に
重
要
な
こ
と
で
、
そ
れ
自
体
の
本
質
が
非
歴
史
的
な

こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
歴
史
家
が
羌
の
起
源
を
再
構
築
で
き
る
と
認
識

し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
エ
テ
ィ
ッ
ク
的
民
族
形
成
史
の
一
種
に
す
ぎ

な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
四
川
西
北
部
に
は
ま
だ
羌
と
公
式
認
定
さ

れ
て
い
る
八
万
五
千
人
と
そ
の
二
十
倍
の
チ
ベ
ッ
ト
人
が
お
り
、
漢
人

は
彼
ら
を
殷
代
以
来
の
古
代
羌
の
末
裔
だ
と
信
じ
て
い
る
。
し
か
し

｢
羌
人｣

は
地
元
で
は

｢��｣
と
自
称
し
て
お
り
、
は
る
か
以
前
に
起

こ
っ
た
戦
争
の
勝
者
の
末
裔
だ
と
自
認
し
て
い
る

(�)

。
よ
っ
て
、
漢
人
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
受
容
度
に
応
じ
て
、
あ
る
者
は
大
戦
争
の
勝
者
の
末
裔

｢��｣
と
な
り
、
あ
る
者
は
古
代
羌
の
末
裔
の
羌
と
な
っ
て
い
る
ご
と

く
で
あ
る
。
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
人

(

中
国
語
で
蔵
族)

は
古
代
羌
の
子
孫
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だ
が
、
彼
ら
は

｢���
(

聖
な
る
猿
の
子
孫)｣

と
自
称
し
て
い
る

(�)

。
よ
っ

て
彼
ら
は
状
況
に
応
じ
て
蔵
族
と
な
っ
た
り
、���
と
な
っ
た
り
す
る
。

そ
れ
は
彼
ら
が
独
立
的
民
族
集
団
た
る
こ
と
を
選
ぶ
の
か
、｢

漢
人
の

兄
弟｣
た
る
こ
と
を
か
を
選
ぶ
の
に
も
よ
る
。
こ
れ
ら
の
民
族
形
成
史

の
逸
話
の
ど
れ
が
史
実
で
、
ど
れ
が
似
非
の
歴
史
か
を
議
論
す
る
必
要

は
全
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
羌
人
史
の
起
源
は
歴
史
的
問
題
で
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
政
治
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題
だ
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
漢
代
に
も
い
え
る
こ
と
で
、
現
在
の
事
例
に

も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
。

羌
の
事
例
が
、
歴
史
学
と
人
類
学
の
民
族
現
象
の
理
解
の
一
助
と
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
付
言
し
よ
う
。
第
一
に
本
研
究
は
、
人

類
学
的
民
族
性
理
論
の
歴
史
研
究
へ
の
適
用
が
歴
史
上
の
民
族
現
象
を

理
解
す
る
大
き
な
助
け
と
な
る
こ
と
し
め
し
て
い
る
と
期
待
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
歴
史
家
達
は
、
民
族
集
団
を
構
成
員
自
ら
の
自
己
同
定
の
分

類
と
し
、
集
団
の
境
界
を
内
名
・
外
名
や
、
イ
ー
ミ
ッ
ク
・
エ
テ
ィ
ッ

ク
的
民
族
形
成
史
の
逸
話
を
通
じ
て
画
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
そ
れ

は
民
族
的
境
界
の
形
成
と
変
化
を
検
討
す
る
の
に
重
要
で
、
い
く
つ
か

の
文
化
的
・
身
体
的
・
言
語
的
要
素
の

｢

起
源｣

を
追
い
求
め
る
よ
り

重
要
で
あ
る
。
ま
た
集
団
の
民
族
的
境
界
の
形
成
と
変
化
は
、
こ
れ
ら

の
内
名
・
外
名
の
地
理
学
的
・
人
口
学
的
意
味
の
検
討
を
通
じ
て
探
究

で
き
る
。
そ
の
上
、
羌
の
場
合
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
民
族
形
成
史
が

暴
露
す
る
の
は
必
ず
し
も
史
実
で
な
く
、
む
し
ろ
し
ば
し
ば
民
族
系
統

を
合
理
化
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
方
法
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て

歴
史
学
者
は
、
イ
ー
ミ
ッ
ク
的
・
エ
テ
ィ
ッ
ク
的
な
民
族
形
成
史
の
研

究
を
通
じ
て
、
人
間
が
い
か
に
民
族
系
統
と
長
期
的
民
族
変
化
の
中
に

自
ら
を
位
置
づ
け
る
の
か
を
理
解
で
き
る
。
最
後
に
、
羌
の
事
例
で
は

以
下
の
点
が
さ
ら
に
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
文
化
変
容
の
み
な
ら

ず
民
族
変
化
の
点
で

｢

中
国
化｣

を
定
義
す
る
場
合
、
非
漢
人
の
中
国

化
の
度
合
い
を
し
め
す
最
大
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
非
漢
人
が
ど
れ
ほ

ど
中
国
の
言
語
、
習
俗
、
服
装
、
も
し
く
は
他
の
文
化
的
特
色
を
受
け

入
れ
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
彼
ら
が
本
当
は
漢
人
名
士
の
末
裔
で
あ

る
こ
と
を

｢

証
明｣

す
る
民
族
形
成
史
を
受
け
入
れ
る
か
否
か
で
あ
る
。

人
類
学
の
側
面
か
ら
い
え
ば
筆
者
は
、
羌
の
事
例
が
民
族
理
論
の
正

し
さ
を
支
持
す
る
の
み
な
ら
ず
、
識
字
文
化
で
生
き
る
人
々
の
民
族
現

象
の
複
雑
さ
の
例
を
提
供
す
る
こ
と
を
望
む
。
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
人
類
学
の
民
族
現
象
に
関
す
る
研
究
の
大
半
は
、
歴
史
を

文
字
で
書
き
残
す
こ
と
の
な
い
人
々
、
も
し
く
は
比
較
的
短
期
間
の
み

文
字
史
料
に
痕
跡
の
あ
る
人
々
に
関
す
る
民
俗
誌
に
基
づ
い
て
い
る
。

逆
に
、
我
々
の
事
例
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
、
羌
が
三
五
〇
〇
年
間
に
わ
た

り
継
続
的
に
漢
文
史
料
に
み
え
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
本
稿
の
事
例
の

み
が
、
伝
統
的
人
類
学
的
学
説
の
表
象
し
て
い
な
い
タ
イ
プ
の
民
族
現

象
を
観
察
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
民
族
的
境
界
を
画
定
す
る
内
名
の
力

学
は
人
類
学
者
に
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、｢

華
夏｣

や

｢

漢
人｣

な
ど

の
内
名
は
そ
の
範
囲
の
人
々
と
歴
史
的
変
化
に
つ
い
て
何
も
語
ら
な
い
。

し
か
し
外
名
の
研
究
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の

｢

他
者
＝
外
名｣

を
付
与

さ
れ
た
人
々
間
の
民
族
的
境
界
の
変
化
が
わ
か
る
。
人
類
学
者
は
こ
れ
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ま
で
に
も
、
民
族
性
の
主
観
的
徴
証
た
る
イ
ー
ミ
ッ
ク
的
民
族
形
成
史

の
重
要
性
に
注
目
し
て
は
き
た
が
、
羌
の
事
例
は
、
エ
テ
ィ
ッ
ク
的
民

族
形
成
史
の
逸
話
が
民
族
間
関
係
と
同
様
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
し
め

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
自
分
達
と
交
流
の
あ
る
他
者
に
関
す
る
観
念

を
表
象
す
る
。
す
な
わ
ち
、｢

我
々
で
は
な
い
彼
ら
は
何
者
か｣

、
も
し

く
は

｢

彼
ら
の
劣
性
は
い
か
に
生
ま
れ
た
の
か｣

を
表
象
す
る
。
最
後

に
、
民
族
集
団
が
民
族
間
も
し
く
は
集
団
内
部
で
形
成
さ
れ
た
と
の
考

え
方
が
広
く
受
容
さ
れ
た
と
し
た
場
合
、
羌
の
事
例
で
は
、
民
族
呼
称

と
し
て
の
羌
の
地
理
学
的
・
人
口
学
的
内
包
は
時
と
と
も
に
漢
人
の
成

長
に
伴
っ
て
拡
大
し
て
お
り
、
羌
人
史
が
一
部
の
非
漢
人
の
歴
史
と
い

う
よ
り
も
む
し
ろ
漢
人
自
身
の
歴
史
で
あ
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

本
稿
を
終
わ
る
に
あ
た
り
、
今
後
の
諸
研
究
が
識
字
文
化
内
の
民
族

現
象
に
向
か
い
、
ま
た
歴
史
家
達
と
人
類
学
者
達
の
学
際
的
研
究
が
本

課
題
に
新
し
い
光
を
投
げ
か
け
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い

(

完)

。

�
(

１)
『

後
漢
書』

巻
八
七
西
羌
伝
。��������������������������������

�����������������������������������������������������������
���������� ��������������������������������������������������
��������������(

２)
『

後
漢
書』

巻
八
七
西
羌
伝
。
ス
コ
ッ
ト
前
掲
書
、��������������‒��

(

３)
『

後
漢
書』

巻
八
七
西
羌
伝
。
ス
コ
ッ
ト
前
掲
書
、��������������‒���

(

４)
『

後
漢
書』

巻
八
七
西
羌
伝
。
ス
コ
ッ
ト
前
掲
書
、���������������
(

５)
『

史
記』

巻
二
〇
。

(

６)

顧
頡
剛

｢

従
古
籍
中
探
索
我
国
的
西
部
民
族

羌
族｣

(『

社
会
科
学
戦

線』

一
九
八
〇
年
第
一
期
、
第
一
一
七
〜
一
五
二
頁)

。

(

７)

許
倬
雲
の
主
張
は
、
羌
と
姜
の
関
連
を
主
張
す
る
諸
説
の
中
で
も
最
も
極

端
な
も
の
で
あ
る
。
贅
言
す
る
ま
で
も
な
く
、
許
倬
雲
は
こ
こ
で
羌
と
姜
を

一
つ
の
音

(�������)

に
訳
し
て
い
る
。
羌
と
姜
の
関
連
に
つ
い
て
は
別
の

見
解
も
あ
り
う
る
が
、
と
も
か
く
私
と
し
て
は
、
羌
と
姜
を
同
一
の
人
々
だ

と
信
じ
込
ま
せ
る
先
学
の
方
法
は
容
認
で
き
な
い
。

(

８)�����������������������������(����)��������������������
��������������������������������������������� ���‒���

(

９)

傅
斯
年

｢

姜�原｣
(『

傅
斯
年
全
集』

第
三
巻
、
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
一

九
七
〇
年
、
二
三
―
三
三
頁
。『

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊』

第
二

本
第
一
分
、
一
九
二
〇
年
初
出)

。

(�)
馬
長
寿

『�
与
羌』

(

上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
、
九
一
〜
九
九
頁)

。

(�)
冉
光
栄
・
李
紹
明
・
周
錫
銀

『

羌
族
史』

(

四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五

年
、
二
六
―
二
七
頁)

。
訳
者
注

王
氏
は
出
版
年
を
一
九
八
四
年
と
す
る

が
誤
り
か
。

(�)����������������
(����)���������������������������������

��������������������������������������������� ���������������
��������������������������������������������������������������
������‒���

。

(�)
白
川
静

｢

羌
族
考｣

(『

甲
骨
金
文
学
論
叢』

第
九
集
、
私
家
版
、
一
九
五

八
年)

。

(�)
馬
長
寿
前
掲
書
、
第
九
一
〜
一
〇
四
頁
。

(�)
冉
光
栄
・
李
紹
明
・
周
錫
銀
前
掲
書
、
第
四
四
頁
。

(�)
白
川
静
前
掲
書
、
第
四
五
〜
一
二
四
、
一
三
三
頁
。

(�)
傅
斯
年
前
掲
書
、
第
三
〇
〜
三
三
頁
。

(�)
プ
ー
リ
ー
ブ
ラ
ン
ク
前
掲
書
、
第
四
一
八
〜
四
二
三
頁
。

(�)�����������������������������������������������������
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��������������������������������
(�)

鄒
衡

『

夏
商
周
考
古
学
論
文
集』

(

文
物
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
、
第
三
四

三
〜
三
五
三
頁)

。

(�)
考
古
学
で
は
民
族
単
位
に
つ
い
て
過
去
五
〇
年
間
に
わ
た
り
、
膨
大
な
討

論
と
付
随
的
な
理
論
的
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。
以
下
は
そ
の
概
略
で
あ
る
。

一
九
五
〇
年
代
に
ビ
ル
マ
の
カ
チ
ン
族
の
中
で
行
な
っ
た
調
査
に
基
づ
き
エ

ド
モ
ン
ド
・
リ
ー
チ
は
、
社
会
的
単
位
は
分
類
に
対
す
る
主
観
的
過
程
か
ら

生
み
出
さ
れ
、
文
化
や
人
種
と
い
っ
た
客
観
的
基
準
に
は
よ
ら
な
い
と
し
た
。

は
た
し
て
民
族
単
位
は
観
察
者
の
基
準
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
べ
き
か
、
原

住
民
の
視
点
に
い
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
べ
き
か
。
こ
の
論
争
は
か
く
し
て
始

ま
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
民
族
単
位
の
客
観
的
定
義
に
関
す
る

学
説
史
上
の
傑
作
で
あ
る��������������������������������������������

��������������������������������������‒�������‒���
が
、�������

��������������������������������������������������������������
�������������������������������� ������������‒����

に
よ
っ
て
批

判
さ
れ
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
経
験
に
基
づ
き
、
モ
エ
ル
マ
ン
は
民
族
単
位

の
客
観
的
定
義
に
対
す
る
説
得
的
な
批
判
を
行
な
っ
た
。
彼
の
視
点
は������

�����������������������������������������������������������
������������������������������������ ������������

に
支
持
さ

れ
、
よ
り
手
堅
い
形
で
確
立
さ
れ
た
。
こ
の
書
籍
の
刊
行
は
民
族
現
象
の
研

究
が
新
し
い
時
代
に
入
っ
た
こ
と
を
象
徴
す
る
。
一
九
六
〇
年
代
と
一
九
七

〇
年
代
に
は
、｢

付
随
主
義

(������������������)｣
と

｢

原
理
主
義

(�������
��������)｣

と
い
う
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
沿
っ
た
新
し
い
議
論
が
展
開
さ
れ

た
。
前
者
は
民
族
性
を
従
属
的
変
数
と
み
な
し
、
外
的
興
味
と
戦
略
の
幅
広

い
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
と
し
、
変
化

も
し
く
は
利
用
で
き
る
も
の
と
す
る
。
一
方
後
者
は
、
民
族
性
を
削
減
不
可

能
で
、
原
理
的
な
付
着
物
に
由
来
す
る
も
の
と
す
る
。
以
来
、
多
く
の
研
究

は
こ
の
二
つ
の
研
究
の
調
和
・
超
克
を
図
っ
て
い
る
。

(�)

モ
エ
ル
マ
ン
前
掲
書
、
第
一
二
一
九
〜
一
二
二
〇
頁
。

(�)����������������������������������������������������������
�����������������������������������������

(�)
『

三
国
志』

巻
三
〇
烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
の
裴
松
之
注
所
引
の
魚
豢

(

三
世
紀)

『

魏
略』

。

(�)

四
川
省
編
輯
組

『

羌
語
簡
志』

(

民
族
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
第
二
頁)

、

林
向

｢

羌
戈
大
戦
的
歴
史
分
析｣

(『

四
川
大
学
学
報
叢
刊』

第
二
十
号
、
一

九
八
三
年
、
八
〜
十
六
頁)

。

(�)

モ
エ
ル
マ
ン
前
掲
書
、
第
一
二
一
五
〜
一
二
一
七
頁
。

(�)
バ
ー
ス
前
掲
書
、
第
一
四
頁
。

(�)�����������������������������������������������������������
����������������������������������������� �����������������������
���������������������������������������������������������������

(�)
鄒
衡
前
掲
書
、
第
三
三
五
〜
三
五
二
頁
。

(�)�������������������������������������������������������
��������������������������������������������� ����������������
������������������‒����

(�)
モ
エ
ル
マ
ン
前
掲
書
、
第
一
二
一
六
頁
。

(�)
た
と
え
ば
考
古
学
で
は
、
研
究
者
は
考
古
遺
物
中
の
い
く
つ
か
の
文
化
要

素
を
で
き
る
か
ぎ
り
辿
る
こ
と
で
羌
の
起
源
を
探
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
研
究

手
法
の
弱
点
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
際
限
が
な
い
。
も
し
十
分
な
史
料
が

あ
れ
ば
、
羌
の
起
源
は
猿
に
ま
で
遡
り
う
る
。
実
際
に
極
端
な
例
と
し
て
、

そ
れ
を
実
行
し
た
研
究
者
も
い
る
。
任
乃
強

『

羌
族
源
流
探
索』

(

重
慶
出
版

社
、
一
九
八
四
年
、
第
一
〜
十
七
頁)

参
照
。
し
か
し
こ
れ
は
民
族
単
位
の

形
成
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

(�)
バ
ー
ス
前
掲
書
、
第
一
一
一
〜
一
二
四
頁
。���������������������

�������������������������������������������������������������
�����‒������������� �����������������������������������������
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����������������������������������������������������������
������������������������������������������� ��������������

(�)��������������������������������������������������������������
�������������������������������������� ��������������������������
�������������������������‒���

。

(�)�������������������������������������������������������
��������������������������������������������� ���������������
������(�)�����������������

(���������������)������������������������
����������������������������

(�)���������������������������������������������������������
������������������������������������������� �����������������
����(�)

た
と
え
ば
漢
文
史
料
に
よ
れ
ば
、
漢
代
以
後
の
河
煌
地
区
は
党
項
羌
と
呼

ば
れ
る
人
々
に
占
拠
さ
れ
た
。
中
国
中
世
の
歴
史
家
達
は
彼
ら
を
羌
と
し
、

三
苗
の
子
孫
だ
と
し
た
。
一
方
、
漢
人
歴
史
家
も
、
彼
ら
が
猿
の
末
裔
と
自

称
し
て
い
た
と
す
る
。
こ
れ
は
党
項
羌
の
イ
ー
ミ
ッ
ク
的
民
族
形
成
過
程
論

と
解
せ
る
。
党
項
羌
は
漢
代
羌
の
生
物
学
的
子
孫
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
歴

史
家
、
言
語
学
者
、
も
し
く
は
考
古
学
者
は
漢
代
羌
と
党
項
羌
の
関
連
性
を

し
め
す
い
く
つ
か
の
証
拠
を
見
出
す
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
猿
の
視
点
か

ら
み
れ
ば
、
彼
ら
は
無
弋
爰
剣
の
子
孫
を
自
称
す
る
羌
人
と
は
民
族
的
に
異

な
る
。
よ
っ
て
、
エ
ミ
ッ
ク
的
民
族
形
成
過
程
論
が
史
実
か
否
か
を
論
ず
る

必
要
は
な
い
。
そ
れ
は
古
代
人
に
と
っ
て
の
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
民

族
変
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

漢
文
史
料
中
の
党
項
羌
に
つ
い
て
は
、『

北
史』

巻
九
六
、『

隋
書』

巻
八
三

参
照
。

(�)

ス
コ
ッ
ト
前
掲
書
、
七
五
〜
一
四
〇
頁
。
ク
レ
ス
ピ
ニ
ー
前
掲
書
、
九
〇

〜
一
二
五
頁
。

(�)

当
該
時
代
の
渭
水
流
域
に
お
け
る
民
族
モ
ザ
イ
ク
に
関
す
る
詳
細
な
議
論

に
つ
い
て
は
、
馬
長
寿

『

碑
銘
所
見
前
秦
至
隋
初
的
関
中
部
族』

(

中
華
書
局
、

一
九
八
五
年)

参
照
。

(�)
『

晉
書』

巻
十
六
。

(�)
『

晉
書』

巻
十
六
所
引

『

元
和
姓
纂』

に

｢

党
本
出
西
羌
。
…
…
自
云
夏
后

氏
之
後｣

に
作
る
。

(�)

馬
長
寿

『

碑
銘
所
見
前
秦
至
隋
初
的
関
中
部
族』

(

中
華
書
局
、
一
九
八
五

年
、
第
八
二
〜
八
三
頁)

所
収
の
欧
陽
脩

『

集
古
録
跋
尾』

｢

隋
鉗
耳
君
清
徳

頌｣

。

(�)
漢
羌
戦
争
に
関
す
る
も
っ
と
も
よ
い
参
考
文
献
は
、�����������������

����������������������������������������������������������
�������������������������� ����������������������������‒���

。

(�)
漢
〜
魏
晉
の
時
代
に
、
羌
の
移
住
民
は
渭
水
流
域
の
諸
県
に
広
く
分
散
し

た
。｢

羌
村｣

や
羌
の
姓
を
も
つ
人
々
が
史
料
・
詩
・
文
学
に
み
え
る
。
羌
の

姓

(

時
に
そ
れ
ら
は
羌
村
の
名)

の
中
で
も
、
既
述
の
黨
・
鉗
耳
・
姚
お
よ

び
、
雷
・
同
蹄
・
夫
蒙
・
彌
姐
は
も
っ
と
も
著
名
な
姓
で
あ
る
。｢�
太
尉�司

碑｣

刻
に
は
、
三
つ
の
羌
人
集
団
の
み
な
ら
ず
、
羌
の
姓
を
冠
す
る
貢
献
者

(

そ
の
名
前
は
刻
字
さ
れ
て
い
る)

も
み
え
る
。
最
後
の
デ
ー
タ
は
次
の
こ
と

を
し
め
す
。
す
な
わ
ち
、
漢
人
に
よ
っ
て
羌
と
呼
称
さ
れ
る
人
々
は
現
在
も

そ
う
自
称
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
馬
長
寿
は
四
世
紀
〜
六
世
紀
の
羌
の

移
住
民
に
つ
い
て
探
っ
て
い
る
。
馬
長
寿

『

碑
銘
所
見
前
秦
至
隋
初
的
関
中

部
族』

(

中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
、
第
六
九
〜
八
八
頁)

参
照
。

(�)
馬
長
寿

『

碑
銘
所
見
前
秦
至
隋
初
的
関
中
部
族』

。

(�)
こ
の
状
況
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
自
称
し
て
い
る
北
米
原
住
民
と
き
わ
め

て
類
似
す
る
。

(�)
林
向

｢

羌
戈
大
戦
的
歴
史
分
析｣

、
八
―
十
六
頁
。

(�)��������������������������������������������������������
�������������������������������������������� ��������
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�������������‒���[
付
記]

本
訳
稿
は
、
訳
者
の
平
成
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(

研
究
課
題

｢
中
国
前
漢
後
半
期
か
ら
王
莽
期
の
貨
幣
経
済
史
に
関
す
る
研
究｣

、
番
号

��������)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(

著
者�
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
研
究
員
・

中
興
大
学
歴
史
学
系
講
座
教
授
兼
文
学
院
院
長)

(

訳
者�
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
助
教)
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